
第３学年  

学年通信 

心 意 気 
こころざしを語り、夢に向かって 

心意気を発揮する生徒になる。 

 

豊田中学校        H29.4.17 

 

№２   文責 直井 弘之 

節目に自分を振り返り、新たな気持ちをもつことはとても大切なことだと思います。そのきっかけと

なるものを与えてあげられるのが親や私たちなのかなと思います。始業式に代表として発表してくれた

花楓さんの文章を読んで何かを感じて下さればと思います。みんなの決意、これから聞かせてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご挨拶が遅れました。学年主任になりました直井です。宜しくお願いいたします。６名の学年職員で

128 名の生徒を担当させていただきます。今の３年生、いい顔・いい眼をしています。こちらからの問

いかけに素早く反応します。頼み事いやがりません。私の「宝物」が担任の手によって輝きだしました。 

○学年職員 

  学年主任 直井 弘之（保体） 学年付 中村 典子（国語） 

  １組担任 園田 浩人（英語） ２組担任 鈴木 康重（数学）：浜松清竜中学より 

  ３組担任 山田 藍子（音楽） ４組担任 國永 賢吾（社会） 

  ５組担任 池島 弘典（理科） 

○第３学年 PTA学級委員組織（生徒名）※敬称略 

■学年委員長 青木 里香様、副委員長 笹井 純子様・多田 ひと美様 よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

◎修学旅行へ出かけます。たくさんの「お土産」持って帰ってきます。楽しみにしていて下さい。 

 ■欠席連絡は、６：００～６：１５直井まで。 ■６：２０分までの登校をお願いします。 

 ■１日目昼食は、お弁当です。 ■持ち物の忘れ物がないように。（小遣い…忘れたら直井に借りる。） 

1組 2組 3組 4組 

青木 里香（美玖） 

山下 和子（沙耶香） 

増山 京子（千菜美） 

笹井 純子（麻都衣） 

多田ひと美（彩人） 

藤本 直子（知花） 

小野 文子（史香） 

小林 博子（輝大） 

 

入
学
式
か
ら
は
や
二
年
が
経
ち
、
私
た
ち
は
「
最
上
級
生
」
に
な

り
ま
し
た
、
三
年
生
に
な
っ
て
私
が
頑
張
り
た
い
こ
と
は
、
三
つ
あ

り
ま
す
。 

 

一
つ
目
は
、「
部
活
」
で
す
。
最
後
と
な
る
大
会
、
磐
周
大
会
を
七

月
に
控
え
て
い
ま
す
。
私
の
所
属
す
る
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
目

標
は
、「
磐
周
ベ
ス
ト
３
」
で
す
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
強

い
チ
ー
ム
に
勝
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
約
三
ヶ
月
と
い
う
短

い
中
で
、
一
回
一
回
の
練
習
や
試
合
を
大
切
に
し
、
最
高
の
結
果
で

終
わ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
二
つ
目
は
、「
三
大
行
事
」
で
す
。
鉄
人
遠
足
、
体
育
大
会
、
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
も
残
り
一
回
で
す
。
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
に
、
ど
の

行
事
も
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
私
は
、
そ
の
中
で
も
特
に
体
育
大

会
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
三
年
生
の
、
あ
の
ム
カ

デ
リ
レ
ー
。
学
年
全
員
で
応
援
し
て
い
る
姿
を
見
て
私
は
、「
あ
の
よ

う
な
学
年
に
な
り
た
い
！
」
と
思
い
ま
し
た
。
学
年
の
絆
を
、
私
た

ち
の
学
年
も
し
っ
か
り
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

三
つ
目
は
、「
学
習
」
で
す
。
受
検
生
に
な
っ
た
私
た
ち
は
、
今
ま

で
以
上
に
勉
強
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
一
回
目

の
テ
ス
ト
が
今
ま
で
以
上
に
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
私
は
、
苦
手

な
教
科
の
勉
強
を
後
回
し
に
し
て
し
ま
い
、
得
意
な
教
科
し
か
伸
び

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
一
年
で
苦
手
な
教
科
を
少
し

で
も
伸
ば
し
、
得
意
な
科
目
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
、
志
望
校
に
合
格

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。 

 

残
り
の
一
年
間
、
一
日
一
日
が
私
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な
時
間
に

な
り
ま
す
。
こ
の
中
学
校
生
活
で
、
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
一
日
一

日
を
笑
顔
で
生
活
し
、
最
高
の
思
い
出
と
と
も
に
卒
業
を
迎
え
た
い

で
す
。
今
年
一
年
を
懸
命
に
生
き
る
君
の
姿
を
い
つ
も
見
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
。
（直
井
） 


